
資料の構成はつぎのとおりです。

１．概況
２．震央分布図
３．断面図
４．山形県で震度１以上を観測した地震の表
５．地震津波防災メモ

「山形県月間地震概況」利用の手引き

本資料は、住民の皆様・報道機関・防災機関に向けた
解説と知識普及等を目的に、山形地方気象台が定期的に
公表するものです。
◇１ヶ月間の地震活動をとりまとめた資料です。
◇翌月下旬に気象台ホームページ等にて公表します。
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この期間、山形県とその周辺（上図の
範囲内）で観測した地震は181回で
あった。また期間中に県内で震度１以上
を観測した地震は４回（前期間1回）で
あった。
25日10時00分に福島県沖の深さ

55kmでM5.1の地震が発生し、宮城県
石巻市、福島県相馬市、浪江町で震度４
を観測したほか、東北地方、関東地方で
震度３～１を観測した。県内では米沢市
で震度２を観測したほか、広い範囲で震
度1を観測した。この地震は太平洋プ
レート内部で発生した。

～（略）～

県内で震度１以上を観測した地震や、まとまった地震活動が
認められた場合など、注目すべき地震を記述します。

1月25日10時00分に福島県沖で発生した
地震（M5.1）の震央（×）と市町村別震度

地震の規模を示すマグニチュードを「M」として表記しています。



●：地殻内で発生した浅い地震の震央
◆：陸のプレートの下に沈み込む太平洋プレート内で発生した深い地震の震央
吹き出し：概況で触れている注目すべき地震の発生日時等

付加情報として、

～は、主要活断層
庄内平野東縁断層帯
新庄盆地断層帯
山形盆地断層帯
長井盆地断層帯

★は、陸域で発生した大きな
地震（マグニチュード
７以上）である1894
年庄内地震の震央

地震の規模を示すマグニチュードを「M」として表記しています。

○日○時○分○km Ｍ○
○○で震度○

【震源分布図】



震央分布図の領域をＡ－Ｂ間で切り取った断面で、深さ別に震源が
見てとれます

陸地のおよその位置

（参考）
陸地から離れた海域の震源

ほど深さの精度は落ちます。
これは地震観測点が陸地に

あるためで、震源を求める際
の誤差が大きくなるためです。
実際には、日本海海域で発

生する地震の深さは、概ね10

～20km程度と考えらます。

太平洋プレート

陸のプレート



県内の震度観測点67点で震度１以上を観測した地震の一覧です。
（気象庁14、自治体40、防災科学技術研究所13）



地震津波等から身を守るために知っていただきたい防災事項等を、
毎回内容を変えて紹介します。


